
ত和 48年に創業した౰社は、40年Ҏ上にΘたりഓͬ
てきた確かな๓製技術をもとに、現在では්人෰全般の
๓製を手がけるまでにͬࢸている。このなかでも๓製割
合の高いものは、ジャケットやコート、ダウンなどの重
ҥ料で、日本を代දするＤＣ（デβイナーˍキャラクター）
ブランドや海外の有໊ブランドと取り引きしている。
౰社は、「ૉ材ؙ๊͑ˍオールアイテム๓製」という、
๓製技術を有している。これは同͡෰地で様々な෰छを、
一つの工場で作るという技術であり、౰社の強みとい͑
る。౰社ではϫンピースの๓製から࢝まり、スーツ（ジャ
ケット、スカート、パンツ）まで発注に応͡るようになͬ
たことから、多様な製品アイテムに対応する๓製技術を
஝ੵしてきた。取りѻう製品のアイテムやૉ材のݶ定化
が進Ή国内๓製業քにあͬて、高品質をҡ࣋しながら෯
広いアイテムに対応できる਺少ない๓製工場のͻとつと
い͑る。
最ۙのফඅ者܏向としては、同͡ૉ材で作られた様々
な෰を組み合Θせてのߪ入が増͑てきている。これにと
もないアパレルメーカーは、同一の生地で作るジャケッ
ト、ϫンピース、スカート、パンツなどを一つの工場に
発注する機会を増やしており、౰社にとͬては「ૉ材ؙ
๊͑ˍオールアイテム๓製」の技術を活かし、さらなる
受注拡大を図るチャンスとい͑る。
ۙ年では、メーカーによる෰地のૉ材開発が格ஈに進
าし、高密度ナイロン、高ڃϕロア、シルクオーΨンジー
等の合成ણҡܥは、ૉ材のࠞ๰率（生地を構成する材料
の異छણҡのൺ率）がஶしく複雑になͬてきている。こ
うした新ૉ材はシーズンຖにొ場してくるが、೤や࣪度
のӨڹを受けやすいものが多く「モアレෆྑ」発生の増
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成果
モアレ不良の発生がほぼゼロとな
り、受注機会が増大した。新素材
の受注率アップによる増益が見込
まれるほか、雇用の拡大や地域活
性化に効果が波及することを期待
している。

経緯
当社が保有する「素材丸抱え＆
オールアイテム縫製」技術を前
面に打ち出すうえで、課題と
なっていた新素材の「モアレ不
良」の発生ゼロに取り組んだ。

実施内容
布地と芯地を接着させる「低温接着機」、接
着したパーツを自動で積み重ねる「クイック
スタッカー」を導入。接着時の温度差と加圧
ムラの解消が図られ、新素材や難素材への対
応、生産効率の向上を図ることができた。
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加となͬてදれている。
モアレෆྑとは、෍地の裏໘にਊ地を઀着した際に、
ද໘の৫り目が縮Μで࿪Ή現象である。これは෍地のロ
スに繋がるとともに、コストの増加と受注機会のଛࣦを
টくことからૣٸに対策を͡ߨる必要があͬた。
そこで、本補助事業を活用して、最新の低温઀着機を
導入し、モアレෆྑ発生ゼロを目指すこととした。

これまでの઀着機は、೤源に電೤式ώーターを使い、
加温と冷٫を制御するサーモスタット方式を採用してい
た。しかし、裏地にਊ地を઀着する࣌の設定温度と、実
際にਊ地を઀着した࣌の温度に �10ˆ前後の温度ࠩが部
分的に発生していた。また、ਊ地を裏໘に઀着するには、
෯が 1̼΄どで上Լ 2本からなる加ѹローラーのؒを通
աさせ、2本のローラーのճసをར用した加ѹにより઀着
させるが、この 2本のローラー自体がࡉかͬたため、加
ѹ力と通աؒ࣌にバラツキが生͡ていた。この対策とし
て、新型の低温઀着機と、઀着した裏地パーツを自動で
正確にੵみ重Ͷるクイックスタッカー装置を 2セット同
。入し、2つの生産ラインに౤入したߪに࣌
導入した新型の低温઀着機は、スチームチャンバーώー
ター方式（密ด容ثに加ѹৠؾを注入し、ώーター全໘
に温度ࠩを発生させない࢓組み）と、上Լ 2本からなる
極ଠ加ѹローラー（౰社のै来ローラーの 1�8 ഒの加ѹ）
の 2つの特௃をͬ࣋ている。クイックスタッカーは、઀
着機とԣ෯が同͡であり、ローラーؒを通աし、઀着さ
れた઀着パーツがམԼしたとき、これを受け取り自動で
ੵみ重Ͷ、この઀着パーツが作業者の଍元に໭るシステ
ムとなͬている。クイックスタッカーは઀着機のԼ部で

Քಇし、作業者は動かͣにパーツを取り出せることとなͬ
た。

これらの装置導入により、ಘられた۩体的な改善点は
次の 3点である。
1つは、ਊ地を઀着する際の温度ࠩと加ѹムラが解ফ
されたことである。電೤式ώーターでは 10ˆ前後あͬた
温度ࠩが、スチームチャンバーώーター方式により、一
定の温度を供給できることとなり温度ࠩは΄とΜどなく
なͬた。また、上Լ 2本のローラーがै来とൺ΂、内ܘ
が長くなͬたことにより、ローラーがଠくなり、ਊ地を
઀着させるときのۉ一された加ѹがՄ能となͬた。2つ
めは、೉ૉ材への対応がՄ能となͬたことである。電೤
式ώーターでは最低ѹ力 0キロパスカルでも௵れていた
෍地のໟ଍も、ώーターにあるリフトアップ機能により、
ໟ଍の長さに関Θらͣѻ͑ることとなͬた。これにより、
現在೉ૉ材といΘれるレーϤンϕルϕット、高ڃカシミ
ヤなど、す΂てのૉ材に対応できるようになͬた。3つ
めは、生産効率の向上が図られたことである。ද地の裏
໘にਊを઀着する際�、ਊを઀着する人と、઀着したパー
ツを受け取ͬて重Ͷる人の2໊で作業をしていた。クイッ
クスタッカーの導入により、઀着した裏地パーツを自動
で重Ͷられ、このパーツが作業者の଍元に໭るシステム
となり１໊での作業がՄ能となͬた。
低温઀着機の設置後、モアレෆྑの発生は΄とΜどな
くなͬた。Ҏ前は෍地により、モアレの発生を防ぐこと
ができͣ受注をಀすこともあͬたが、現在はどの෍地で
もモアレを防͗、対応Մ能であることから受注機会は拡
大方向にある。また、新ૉ材の๓製は高い技術が求められ、

これにともない有རな工௞収入も期଴される。

本補助事業の成果を活用し、既存の取引アパレルメー
カーとの信པ関܎をਂめるとともに、新規発注ઌの開拓
も進めていきたい。東ژ国際フォーラムで開࠵される、
日本最大のણҡ૯合ݟ本市である「̛̟Ｗジャパン・ク
リエーション」、いΘて産業ৼ興センターが開࠵する、ट
౎ݍ発注企業との商ஊ会「いΘてアパレル企業ビジωス
マッチングフォーラム」など、ビジωスマッチングの場
にはੵ極的に参加し、販路開拓に౒めたい。さらに、「๺
いΘて学生デβインファッションショー」や「カシオϖ
ア̛Ｍ子供ファッションショー」などイϕントへはܧଓ
して参加し、ݚᮎの場としていきたい。
また、製品の高い品質をҡ࣋するج൫である人材育成
もܽかせない。౰社にはಠ自の技能ܧঝの࢓組みがあり、
入社 1年目から 3年目までは๓製技術のج本をஈ֊的に
मಘし、4年目Ҏ߱は෯広い製品が手がけられるよう育
成に౒めている。2年ઌഐの社һが、Ｏ̟Ｔトレーナー
を務め、指導を通͡૒方の技能向上にも効果を上げてい
る。外部のＯ̛̛ �̟Ｔݚमもܧଓ実施し、確実に技術の
。ঝを図ͬていきたいܧ
雇用の場が少ない二戸地域において、౰社が技術力を
前໘にଧち出し、受注をܧଓして確保することにより、
雇用の拡大や地域活性化にもݙߩできるものと考͑てい
る。また、岩手県๺地域に集ੵしている๓製工場が࿈ܞし、
メードインジャパンの重要拠点として存在ײを発شする
よう様々な取り組みを行ͬており、౰社もその一ཌྷを୲ͬ
ていきたい。

10 代から 60代まで幅広い年代の社員が働く工場。技能
継承の教育システムを確立し、高い縫製技術を維持して
いる。

本補助事業で導入した新型の低温接着機。接着したパーツはクイックスタッカーに
より 自動で積み重ねられ、作業者の足元に戻る。

モアレのない布面。

「セレクトショップ（独自の視点で
選んだ複数ブランドを取り扱う店）
をメインの取引先として、生き残り
をかけていきたい」と語る、代表取
締役社長の塚根薫さん。

モアレ不良を起こした布面。

「素材丸抱え＆オールアイテム縫製」の技術で様々
なアイテムに対応している。

代表者名　代表取締役社長　塚根 薫
設　　立　1973 年 2月
所 在 地　028-6105 岩手県二戸市堀野字大谷地 34-1

TEL：0195-23-3773　FAX：0195-23-9680
E-mail：qq263zq9k@bridge.ocn.ne.jp

資 本 金　1,000 万円
従業員数　62 名
事業内容　婦人服の製造（ジャケット、ワンピース、ダ

ウン・コート、スカート、ブラウス等）
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